
南
陀
楼
綾
繁

鳥
取
市
の

「定
有
堂
書
店
」

に
久
し
ぶ
り
に
寄

っ
た
ら
、
店

主
の
奈
良
敏
行
さ
ん
か
ら

『
音

信
不
通
　
本
の
ビ
オ
ト
ー
プ
』

を
手
渡
さ
れ
た
。
Ａ
５
判

・
３０

で
ほ
ど
の
小
冊
子
だ
。
書
店
員
、

新
聞
記
者
、
ロ
シ
ア
語
教
師
な

ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
立
場
の
１５
人

ほ
ど
の
エ
ッ
セ
ー
が
載

っ
て
い

る
。
鳥
取
県
に
住
む
人
が
中
心

の
よ
う
だ
が
、
東
京
や
熊
本
、

ア
メ
リ
カ
在
住
の
寄
稿
者
も
い

る
。帰

り
の
電
車
で
何
げ
な
く
ペ

ー
ジ
を
開
い
た
ら
面
白
く
、
十

何
冊
ぶ
ん
の
バ

ッ
ク
ナ
ン
バ
ー

を
読
み
終
わ

っ
て
し
ま

っ
た
。

日
常
の
瞬
間
の
ス
ケ

ッ
チ
、
仕

事
に
つ
い
て
、
郷
土
史
の
考
察

な
ど
各
自
が
好
き
に
書
い
て
い

る
。

「リ
ト
ル
プ
レ
ス
」
よ
り

も
、
昔
な
が
ら
の
で
≧
一
コ
ヽヽ
こ

（マ
ス
コ
ミ
の
対
極
に
あ
る
小

さ
な

コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
メ

デ

ィ
ア
と
い
う
意
味
）
と
い
う

呼
び
方
が
よ
く
似
合
う
。
し
か

も
、
こ
の
す
て
き
な
冊
子
は
無

料
で
配
布
さ
れ
て
い
る
の
だ
。

「１
４
０
部
ほ
ど
印
刷
し
て

店
に
置
い
て
い
る
の
で
す
が
、

気
づ
く
人
は
限
ら
れ
ま
す
ね
。

持

っ
て
い
く
人
を
見
る
と

『
仲

間
だ
』
と
思
う
ん
で
す
」
と
奈

良
さ
ん
は
言
う
。
じ

つ
は

『
音

信
不
通
』
に
は

「第
二
期
」
と

あ
る
。
第

一
期
を
発
行
し
た
の

は
奈
良
さ
ん
が
東
京
の
大
学
生

だ

っ
た
１
９
７
０
年
代
半
ば
だ

っ
一た
。「思

想
や
哲
学
の
自
主
講
座

で
出
会

っ
た
人
た
ち
と

一
緒
に

『
定
有
』
と
い
う
ミ
ニ
コ
ミ
を

出
し
ま
し
た
。
そ
れ
と
は
別
に

個
人
誌
と
し
て
出
し
て
い
た
の

が

『
音
信
不
通
』
で
す
。
詩
や

エ
ッ
セ
ー
、
論
文
な
ど
を
載
せ

て
い
ま
し
た
」

定
有
は
哲
学
用
語
で
、

８０
年

に
書
店
を
は
じ
め
た
と
き
に
店

名
に
し
た
。
そ
の
後
、
紙
や
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
で

『
定
有
堂
ジ

ャ

ー
ナ
ル
』
な
ど
い
く

つ
か
の
ミ

ニ
コ
ミ
を
出
し
て
き
た
。
こ
の

『
音
信
不
通
』
は
２
０
１
６
年

８
月
に
創
刊
。
毎
月
発
行
し
、

現
在
３３
号
に
達
す
る
。

サ
ブ
タ
イ
ト
ル
の

「本
の
ビ

オ
ト
ー
プ
」
は
奈
良
さ
ん
の
造

語
で
、
本
好
き
が
共
生
す
る
小

さ
な
空
間
の
こ
と
。
共
通
の
テ

ー

マ
が
な
く

て
も
、
紙
面
か
ら

同
じ
空
間

に
仲
間
が
集
ま

っ
て

い
る
感
じ
が
伝
わ

っ
て
く
る
。

読
者
は
そ
こ
に
遊
び
に
行
く
感

じ
だ
。

「職
場

で
は
言
え
な
い
気
持

ち
も
、
こ
こ
で
は
自
由
に
書
け

る
。
世
間

で
は
少
数
派
で
も
、

こ
う

い
う
狭

い
空
間
で
は
多
数

派
に
変
わ
る
。
そ
れ
が
面
白

い

ん
で
す
」
と
、
奈
良
さ
ん
は
ミ

ニ
コ
ミ
の
良
さ
を
語

っ
て
く
れ

た
。

（ラ
イ
タ
ー

・
編
集
者
）

＝

隔
週
金
曜
日
掲
載
＝
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自
由
に
書
け
る
小
さ
な
空
間

『音 信 不 通 』 を 手 にす る 奈
良 敏 行 さ ん =鳥 取 市 元 町 、
定 有 堂 書 店


